
 
 

日時：平成２３年３月１１日（金） 15：00 〜18：00   

会場：免疫疾患医療研修センター 

 

◆ 開会の挨拶  １５：００～１５：０５           佐伯行彦 臨床研究部長 

 

◆ 第一部        １５：０５〜１６：２５               座長 大島至郎研究室長 

Ｈ２２年度奨励研究課題の発表（１課題１０分質疑応答を含む）    研究代表者／所属 

（1）入院がん患者における抑うつ・適応障害把握の試み      西條美香（がん相談支援室）

   －『HADS』と『つらさと支障の寒暖計』を用いて－         

（2）子宮内膜増殖症におけるアポトーシス, オートファジー、      棟方 哲（臨床検査科）

 細胞増殖、各関連因子の発現と臨床的意義 

（3）当院の IVR 検査時の被ばく低減を目的とした調査           中川拓也（放射線科）

（4）当院の退院支援・退院調整の質の向上と診療報酬増収に  岩瀨嘉壽子（地域医療連携室）

向けた取り組み～職種間連携の実態調査から～ 

（5）ATP+AMP ふき取り検査法を用いた電子カルテ汚染度調査         三五裕子（感染対策室）

－手指衛生消毒剤使用量増加を目指して－ 

（6）生物学的製剤投与が関節リウマチ患者の頸椎病変に与える影響     海渡貴司（整形外科）

（7）臨地実習初期における看護学生のインシデント発生背後要因の実態 釘宮泰子（看護学校）

～根本原因分析法を用いて～ 

  （8）がん患者の褥瘡予防におけるパフォーマンスステータス評価の   滝本光子（褥瘡対策室）

有用性の検討 

 

休憩 15 分（投票） 

◆ 第二部      １６：４０～１７：４０           座長  臨床研究部長 

各研究室発表（各１０分質疑応答を含む） 

①免疫異常研究室   「腸内細菌叢と自己免疫疾患」                  松下正人 

②循環器疾患研究室  「正常圧水頭症の脳 SPECT 所見」                 橋川一雄 

③がん研究室     「緩和ケアにおける栄養管理－癌悪液質の診断法の検討－」     濵 卓至  

④骨運動器疾患研究室 「骨運動器疾患研究室 2010 年研究報告」             海渡貴司 

⑤再生医療研究室   「循環受診行動療法」                      幸原晴彦 

⑥治験管理室      「治験管理室について」                     山口崇臣 

 

◆ 閉会の挨拶（講評、優秀賞発表／表彰）        米延策雄 院長         


